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キー・タームとして、以下 3部 13章に分けて論じ、意味付ける。 













第 10 章 伊豆諸島のコウミヤとタビゴヤの習俗 
第 11 章 敦賀半島立石のサンゴヤにみる隔離の問題 
第 12 章 京都大原の産屋における籠もり空間 



















































































           【論文審査の結果の要旨】 
本論文は民俗学の産育伝承分野において、個別的に取り上げられてきた産屋およびその関連する
民俗について、現存の産屋すべてに対し現地調査を試み、高齢の産屋生活体験者からの聞き書き、
加えて関係史料の博捜と読み込を行い、現時点での産屋の史・資料の集成を行い、その解読、分析
から、出産における不浄性と神聖性に対する従来の学説を整理し、新たに幾多の課題を提議した。
産育習俗資料としての産屋に焦点を当て、民俗学における重要概念の一つ、「穢れ」意識の再検討
を具体的な史・資料に則して指摘したことは第一に高く評価される。これは、「穢れ」観を前提と
して調査研究がなされてきた民俗学における産屋研究を一旦白紙に戻し、産屋生活体験者の個人史、
明治政府による産穢に関しての通達の影響などの分析から、出産に対する庶民の近代的意識の顕在
化を産屋に注目して新たに歴史民俗学的視角から捉えたことになる。 
一方、産屋生活を「穢れ」忌避の視点から解き放ち、「籠り」の状態に産婦への保養・慰労とい
う近代的性格を認めた本論は、産屋に対する従来の学説への再考をさまざま面で求めることになっ
た。産屋は、岡正雄の種族文化説では、紀元前 4～5 世紀頃、南方より渡来し、弥生文化を形成し
た、血や死を忌み産屋、月経小屋、喪屋を建てた男性的・年齢階梯制的・水稲栽培＝漁撈民文化に
相当する。確かに、産屋は西日本の沿岸部に分布する傾向を示すが、筆者には現状での精確な分布
図の作成、空隙地帯の読み取りなども含め、分布図分析の有効性について更なる言及が望まれた。
産屋での出産は、全国的に見れば、地域的な特徴であり、その地域性の背景説明が必要となる。多
くの地方では夫婦の寝室、納戸が産室にあてられることが多く、その異同の指摘から産屋の性格も
浮かび上がる。 
また、産屋での「籠り」は、神を迎え、その加護のもとに過ごす時空間であることを通時的に認
めるとき、その神の性格についての説明が欲しかった。山の神、便所神から神功皇后など出産にお
ける産神の位置づけは民俗学では大きな問題であり、本論では、産屋生活における産神への言及が
総体的に少なく、また、産屋の土間に撒いた浜砂をウブスナ・氏神と解した谷川健一説を批判的に
とらえているがその反証の論理なども具体的に示す必要があった。産神は母子ともにかかわる神格
であり、産屋での時の経過は、産婦にとっては忌明けであるが、新生児は氏子の誕生とその承認と
性格が異なる。田植え前、田の神を迎えるために早乙女が「女の家」に「籠る」ことが近松の戯曲
などに登場するが、産屋における「籠る」行為の民俗的意味について、近代的意識との比較から論
じると本論で強調される「籠り」の意味がより深く読み取れる。 
本論は、そもそも血の穢れから産婦を隔離する施設であったとされる産屋がなぜ設けられ、持続
してきたのかの問題意識から出発し、産屋での生活が[籠り]を共通に、近代に至りその性格が[穢
れ・隔離]→[休養・共助]と変わり持続してきた、その近代的意識[休養・共助]の意味を指摘した。
それゆえ、その大元である血穢が、血そのものなのか、流血という状態を指すのかなどの論議には
立ち入らない。出産と生理が女性のタブーとなるが、漁村において妊婦は豊漁に結び付き歓迎され
る。男の流血もタブー視された。火の扱いにおける象徴性、産屋と便所の位置関係など、筆者にな
お言及してもらいたい事項は多々あるが、何よりも本論は、産屋生活を実際に体験した古老から聞
き書き資料から立論しており、産屋生活を記録した現代史料としても後世に残る労作として位置づ
けられる。 
 以上、本論文は、現存する産屋の全数調査、および産屋生活経験者からの聞き書き、また関係史
料の発掘も含め、出産における不浄性と神聖性に対する従来の学説を整理し、民俗学における重要
概念の一つ、「穢れ」意識の再検討を促す新たな課題を提議した。テーマの論証において史資料の
バランスのよい扱いも含め、歴史民俗資料学研究として十分に評価に足る内容を示している博士論
文と認め、また、口頭試問において筆者に更なる質問も試みたがいずれも相応しい応答であった。
その結果も合わせ、板橋春夫氏に博士（歴史民俗資料学）の学位を授与することがふさわしいもの
と審査員一同これを認めるものである。 
